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１．離職する従業員の方の再就職をサポート

事業縮小や事業所閉鎖、構造改革のための早期退職募集
に応じて、離職を余儀なくされる従業員の方に、在職中か
らの再就職活動をサポートします。

２．人材を確保したい企業に対するサポート

人手不足や事業拡大に伴い人材確保が必要な企業様から、
期待する能力や経験などのご要望を十分おうかがいした上
で人材をマッチングします。

３．雇用を維持するための在籍型出向をサポート

経済環境の変化や感染症の影響などにより雇用過剰となっ
た場合に、社員の雇用を守るための一時的な在籍型出向（雇
用シェア）を活用することをサポートします。

４．人材育成やキャリアアップの出向をサポート

社員の人材育成や他の企業との交流を目的とする出向、
社員が自発的なキャリアアップを希望する際の出向をサ
ポートします。

５．高齢者のための「キャリア人材バンク」

能力があり経験が豊富な６０歳以上の高齢者の再就職をサ
ポートします。在職高齢者だけでなく、離職後１年以内の高
齢者の方も登録することができます。

６．社員のスキルアップ・研修のためのセミナー
管理者や新入社員に対する研修、コミュニケーション、

リーダーシップ、ハラスメント、コンプライアンスなどのセ
ミナーを企業様のご要望を踏まえオーダーメイドにより承り
ます。

移籍（送出）支援

移籍（受入）支援

在籍型出向支援

人材育成型出向等支援

キャリア人材バンク事業

セミナー事業
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産業雇用安定センターは6つの取組みで企業の「働く」と「雇用」を
サポートしています。

産業雇用安定センターの紹介
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県外企業から県内企業へ
（送出：２社→受入：1社）

県内企業から県外企業へ
（送出：２社→受入：２社）

県内企業から県内企業への
在籍出向の成立はゼロ件

13名

5人

0人

在籍型出向の成立人数は18名で、昨年度の実績の36名から半減。送出
し企業、受入れ企業とも製造業です。

産雇センターが取り扱った在籍型出向の実績
（2022/4/1～2022/12/31）

2021年度に実施した県内企業どうしの出向案件２件
（15名）は、業績の回復に伴い終了



在籍型出向の現状と課題

【現状認識】

「コロナウイルスとの共存」への流れの中で、社会経済活動が正常化
に向かっており、景気も緩やかな回復傾向ですが、今後、「雇調金の
特例措置」終了や「ゼロゼロ融資」返済の本格化などにより雇用調整
が必要な事業所が増えてくるのではないかと想定。

【在籍型出向支援のプロセス】

①ご要望のある企業へ制度説明・出向開始に向けたアドバイスの実施
②受入れ先企業の開拓、受入・送出企業への情報提供
③出向先との引合せ、希望に応じて出向先事業所の見学・同行など
④出向後のフォロー（出向期間の終了・更新・入替など）

【課題】
雇用調整を必要とする企業の情報をいち早く入手して、在籍型出向の
活用を提案することと、実施に向けた具体的支援につなげること。
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産雇センターハローワーク 各種関係団体

企業

労働局 金融機関

社労士
弁護士

産雇センターでは企業訪問により、事業の周知、雇用調整に関する情報
の収集をおこなっております。

産雇センター
大分事務所では
年間約3,000件
（延べ件数）の
企業訪問を実施

企業訪問による
情報収集・相談・
支援

顧問企業からの相談

加盟企業からの相談

取引先企業からの相談

事業所からの離職情報

雇調金受給
事業所へセン
ターの紹介

雇用調整に関する情報収集

企業訪問

各種関係機関、団体の皆様からの情報提供が出向・移籍支援に繋がる
重要な情報となっております。 05
























